
応募者

技術マッチングアイデアコンテスト 概要

コンテストのイメージ コンテストの流れ

①企業等から応募テーマの提案※

※テーマ提案企業等がアイデアに期待する内容と
ともに提案

③応募

④一次評価（書類）

⑤二次評価（デモ or プレゼン)

⑥マッチング

効 果

◯ コンテストは、インフラメンテナンスに係る社会課題の解決に向け、企業や施設管理者等が有する既存の
技術・素材・ビッグデータ・フィールド等に関する新たな利活用方法・サービス等の提案を公募し、企業等
の参加と新たなアイデアの発掘を促すことで、企業同士あるいは企業と施設管理者等による新たな技術開発
や製品化等に向けた協議・企画・試作等の具体的な取組（マッチング※）を促進することを目的に実施。

◯ コンテストの実施にあたっては、施設管理者等のニーズを踏まえた応募テーマを設定し、提案を広く募集。
◯ インフラメンテナンス国民会議の主催により年１回程度実施。

様々な技術･ノウハウ等を有する企業等の参加と新たなアイデアの発掘を促し、
企業等のマッチングを促進することにより、インフラメンテナンスに係る社会課題の解決を加速

新たな
ビジネス連携

事務局：インフラメンテナンス国民会議
革新的技術フォーラム事務局

・応募テーマの提案
・評価者として参画 募集 応募

（必要に応じて）

テーマ提案企業等※

②革新的技術フォーラム事務局による
応募テーマの設定

革新的技術
フォーラム

事務局

メンター

関係省庁

照会

意見

※施設管理者が自ら応募テーマを提案することも可能

企業等が有する既存技術

画像鮮明化技術
・夜間、逆光、悪天候等にお

ける不鮮明な画像を鮮明化
できる技術

応募テーマ（例）
「画像鮮明化技術に関する新たな利活用方

法や商品・サービス化に係る提案」

Ａ社
「自律飛行可能なドローン技術との

融合による夜間の施設点検」

Ｂ自治体
「CCTVカメラへの接続による雨天時

における施設の状況把握の効率化」

Ｃ社
「大量画像処理技術との連携による

構造物の早期異常発見システム」

イメージ

鮮明化

（夜間）

※マッチング案件に関する証明、認証、技術の裏付けを国が行うものではない

別紙１

⑦テーマ提案企業等によりNETIS登録※

※マッチング内容が公共工事等に活用できる
製品・サービス化に至った場合


